タルト連邦国建造規約　詳細通達書
当規約は政府直轄規約管理委員会の特例がない限り、変更等はできない。

また、緊急戦時下通達時にこの規約は一時的に無効となる。

　　第一章　戦艦建造時の規約

　　　　　　1、戦艦は排水量85000t以下におさえる

　　　　　　2、戦艦は35cm以上の砲塔の装備を原則禁止とする

　　　　　　3、戦艦は両舷あわせ100以上の対空砲等並びに機銃の装備を禁ずる

　　　　　　4、戦艦は一隻につき副砲塔2基とする

　　

　　第二章　空母建造時の規約

　　　　　　1、空母は排水量100000t以下に抑える

　　　　　　2、空母は飛行甲板100m以上とし装甲の装備を原則とする

　　　　　　3、空母は航空機150機以上を格納してはならない

　　　　　　4、空母は両舷あわせ60以上の対空砲並びに機銃の装備を禁ずる

　　
第三章　巡洋艦建造時の規約
　　　　1、巡洋艦は排水量10000t以下におさえる

　　　　2、以下排水量以降の規約を戦艦に準じる

第四章　駆逐艦建造時の規約

　　　　1、駆逐艦は排水量6000t以下におさえる

　　　　　　2、駆逐艦は主砲塔を2基までとし、対空装備の充実を図る

　　　　　　3、61cm4連装より大型の発射管の装備は禁ずる

　　　　　　4、夜戦装備は必須装備及び拡充装備とする

　　第五章　建造規約の詳細について

　　　　　　1、規約違反者には厳重な処罰が与えられ処罰決定権はすべて委員会に帰す

　　　　　　2、委員会の発表がない限り規約変更はない

　　　　　　3、委員会の委員長は独断せず会全体の意見を聞き決定する守れない場合規約違反者とする
